


1. 生物化学

問1.1 ATPに関する以下の事項について答えなさい。

(1)この化合物の正式名称を記しなさい。

(2)ATPは塩基・糖・リン酸から構成されている。 このうち、 塩基と糖の名称をそれぞれ記し

なさい。

(3)ATP内のリン酸同士の結合の名称を答えなさい。

(4)ATPがATP分解酵素によって加水分解した際に生じる物質を二つあげなさい。

問1.2 あるバクテリアのゲノムDNAは2本鎖からなり、 遺伝暗号として働くのはこのうち

一方のDNA鎖である。 以下の問に答えなさい。

(1)このバクテリアのゲノムのDNA塩基対の数が 4. 5x106 だった場合、 遺伝暗号（コドン）

の数を求めなさい。 なお、 全DNAが遺伝子で構成されるものとする。

(2)このバクテリアの1遺伝子が平均1500塩基対を持つとすると、 このバクテリアは何種類

のタンパク質を作ることができるか。 なお、 同一の遺伝子は存在しないものとする。

(3)このバクテリアのある遺伝子の二本鎖DNAでは、全塩基に占めるシトシンの割合が20%

であった。 この遺伝子のアデニンの割合を求めなさい。

問1.3 酵素の反応速度論において、 ミカエリス・メンテンの式の逆数をとったラインウィ ー

バー ・ バークプロットが広く用いられている。 以下の問に答えなさい。

(1)このラインウィ ーバー ・バークプロットのグラフの概略（縦軸と横軸のラベルを含む）

をフリーハンドで図示しなさい。

(2)プロットにおける 「傾きj、 「x切片」、 「y切片」が表すものを、 最大反応速度vm訟 および

ミカエリス定数Kmを用いてそれぞれ示しなさい。
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